
【様式３-１】 

公益財団法人 樫の芽会 御中

令和６年度伴走型就学・学習支援活動助成 実施報告書 

【団体の概要】 ① 作成日 令和 7 年 4 月 28日 

②法人・団体名 KADOMA 中学生勉強会 

③団体所在地
（都道府県・市町村名まで） 

〒571-0030 

大阪府門真市末広町 29-1 市民文化会館ルミエールホール 

④責任者氏名 八上 真也 （役職名等） 代表 

⑤担当者氏名 八上 真也 （役職名等） 代表 

【奨学活動の概要】 

⑥助成交付決定番号 R06-006 ⑦助成金額 50 万円 ⑧申請カテゴリー B 

⑨奨学活動名 すべての子どもたちが学べる「居場所」を！ 

⑩主な実施場所名・
及びその住所

門真市民文化会館ルミエールホール 

〒571-0030 大阪府門真市末広町 29-1 

⑪活動内容とその成果の概要（詳細は【様式３-２】又は別添資料にて記載・説明ください。） 

活動内容：・経済的理由等で塾に通えない生徒への学習指導（大学生 1 名に生徒 1 名～2名の個別指導） 

・進学モチベーションの向上や第３の居場所を目的としたイベント行事の開催
活動期間：令和６年５月 29 日～令和７年３月 19日 

対象生徒：26名 中学１年生～３年生（市立はすはな中学校・市立第 3 中学校・市立第 2中学校） 

□経済的事情により塾に通えていない生徒 □学校の学習についていけない生徒
□様々な体験機会の少ない生徒

開催場所：門真市民文化会館ルミエールホール研修室・会議室（京阪古川橋駅から徒歩 5分程度） 

開催回数：全 58 回 毎週水曜日：40 回（19：00～20：30） 

隔週土曜日：18 回（10：30～17：00  ※９月開講・中３生のみ対象） 

⑫奨学活動の定量的把握（注：統計情報として参考まで把握するものです。活動成果等は上段⑪及び様式３-２等でご報告願います。） 

支援対象 延べ人数 
（Ａ：人） 

平均時間 
（Ｂ：時間） 

活動量 
（ＡｘＢ） 

備考・補足・計算根拠等 

中学生等 1,310 2.5h 3,275 
水曜日（19:00~20:30）×40回（26人） 
土曜日（10:30~17:00）×18回（15人） 

高校生等 160 1.5h 240 水曜日（19:00～20:30）×40回（4 人） 

学習支援員等 708 2.5h 1,770 
水曜日（19:00～20:30）×40回（15人） 
土曜日（14:00～17:00）×18回（6 人） 

その他 58 8.5h 493 
代表（活動日すべて参加）2.5h/回 
活動日外業務（財務・保護者対応・資料作成等） 6h/週 

合  計 5,778 



 
【様式３-２】 

令和６年度伴走型就学・学習支援活動助成 実施詳細報告書 

奨学活動名： 
    法人・団体名：KADOMA中学生勉強会 
    作成者 氏名：八上 真也 

 

１．取り組んだ課題や実践した目的・実施内容について 
KADOMA 中学生勉強会では、活動拠点である門真市の子どもたちの取り巻く課題等（※以下の参考

資料参照）を踏まえ、団体として３つの方針を掲げ、令和６年度の活動を実施した。 
１）ロールモデルの提供、２）第３の居場所提供、３）学習の場（学習指導）提供  

※参考資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 具体的内容 
活動内容 ・経済的理由等で塾に通えない生徒への学習指導 

（大学生ボランティア 1名に生徒 1名～2名の個別指導） 
・進学モチベーションの向上や第３の居場所を目的としたイベント行事の開催 
  ※ボードゲーム大会（7月）夏祭り（8月） 遠足（10月）大学学園祭見学（11月） 

クリスマス会（12月）卒所遠足（３月）卒所式（3月） 
活動期間 令和６年５月２９日～令和７年３月１９日 
開催場所 門真市民文化会館ルミエールホール研修室・会議室 

〒571-0030 大阪府門真市末広町 29-1 
開催回数 全 58回（勉強会・イベント行事含む） 

毎週水曜日：40回（19：00～20：30） 
隔週土曜日：18回（10：30～17：00 ※9月開講、中３生のみ対象） 

対象生徒 26名（中３：15名 中２：５名 中１：６名） 
□経済的事情により塾に通えていない生徒 □学校の学習についていけない生徒 
□様々な体験機会の少ない生徒 

応募生徒数 43名応募（定員 26名） 
※申込時に家庭の経済状況（公的支援の受給状況等）や配慮事項を聞き取り 
  経済的状況等を総合的に判断し、生徒の参加を決定しています。 

学習支援員 
 
 
 

大学生ボランティア 31名登録（毎回 15名前後参加） 
大阪公立大学 10 名 同志社大学 4 名、関西大学 3 名、関西学院大学 3 名、京都女子大学 2 名、近畿
大学 2 名、大阪大学、大阪教育大学、和歌山大学、立命館大学、龍谷大学、関西医科大学、大阪大谷
大学（各 1 名） 



２．実施した奨学活動の詳細 
※参考資料：令和６年度の実施体制 

 
 
◆参加生徒について 

市内関係機関の協力（詳細については次頁参照）をいただき、
4 月 10 日～５月５日までを応募期間とし、左のチラシを配布
の上、生徒募集を行った。 
客観的指標として、応募時に以下の 10 項目（①生活保護、

②児童扶養手当、③就学援助、④ひとり親家庭、⑤共働き家庭、
⑥賃貸住まい、⑦家族に介護中の方がいる、⑧公共料金の支払
いを滞納したことがある、⑨直近１年、宿泊を伴う旅行に行け
ていない、⑩その他）の該当状況を聞き取り、必要に応じて直
接ヒアリングを行い、代表及び運営メンバーの大学生とともに
協議を行い、参加生徒を決定した。 
参加決定生徒の状況は以下のとおりです。 
・受入生徒 26名（内訳：男９名、女 17名） 
・26名のうち公的支援受給生徒は約 62％、 
・通塾をしていない(できない)生徒 26/26名 

 
 
 
 
 
 
 ※応募前に当会の活動趣旨を説明した動画視聴を必須（上記 QRコード参照）としたこと及び募集チ

ラシにおいて、「経済的理由等で通塾が難しい生徒」を明確に記載したこともあり、例年よりも応募
者数が少ない結果となった。しかしながら、応募のあった 43名から 26名への絞り込みは、非常に
難しい業務であった。 



◆生徒募集にあたっての関係機関の協力 
 対象中学校（市立はすはな中学校・第３中学校・第２中学校）の協力を得て、全生徒に対して募集チ
ラシを配布。また、市教育委員会を通じて校長会でも周知をいただき、学校長から担当教諭・SSWなど
を介して、必要としている生徒・保護者へ直接呼びかけを行っていただいた。 
 さらに、市の各担当課（生活保護課、家庭児童相談所、子どもの未来応援チーム）においても、ケー
ス家庭への訪問時や資料郵送時に周知をいただいた。 

 
 
◆学習支援員（大学生ボランティア）について 

 
学習支援員募集については、各大学のボランティアセンター

や大学教授等を通じて、左のチラシを配布し募集を行いました。
また、ボランティア募集サイトの Activo や当会の公式 HP、
Twitter等でも周知を行った。 
 大学生ボランティアについては、初回申込後に面接（動機の
確認等）や現場の見学を行っていただき、参加意向のあった方
には研修動画（90分程度）において、門真市の子どもたちの取
り巻く環境や団体の活動方針、生徒への接し方などを学習いた
だいた上で、生徒へのサポートを実践いただいてる。 
 毎回活動終了後には記録ノートに生徒の様子等を記入いた
だき、他の大学生でも対応できるよう配慮している。また、2か
月に 1回程度大学生ボランティアミーティングも行い、生徒へ
の対応での困りごとなどに対して、先輩大学生がアドバイスを
行っている。 

 
登録者：大阪公立大学 10名 同志社大学 4名、関西大学 3名、関西学院大学 3名、京都女子大学 2名、

近畿大学 2名、大阪大学、大阪教育大学、和歌山大学、立命館大学、龍谷大学、関西医科大学、
大阪大谷大学（各 1名） 

 



◆活動の様子及び活動報告について 
 １）勉強会の様子 
  机の真ん中に大学生ボランティアが座り、両端に担当する生徒が着席。 
  毎回、開始直後に習熟度別に問題プリント（過去問や簡単な計算問題）を配布し、間違った問題な
どは大学生ボランティアが解説。その後は、生徒が持参した学校の宿題やワーク、テスト問題などを
元にサポートを行いました。毎回の活動終了後には、支援者の方から差し入れでいただいたお菓子や
ジュースを配布させていただいた。 

  土曜日の勉強会では、中３生を対象に９月（部活引退後）から開校。午前中に勉強会を開催し、午
後から自習スペースを開放した。年末からは、模擬試験を実施して入試対策を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 

研修室（水曜日）             会議室（土曜日） 
 
 ２）イベント行事の開催 
   生徒たちへの機会の提供および第３の居場所提供を目的に、季節ごとに各種イベント行事も開催。
開催にあたっては、運営メンバーの学生たち（大学生ボランティアのリーダー）が中心となって、当
日の企画・運営を行い、また支援者の方からもサポートいただき開催した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ３）活動報告 
  2 か月に１回程度通信号を発行し、支援者等に対してメルマガにて情報発信。また、毎回の活動の
様子を公式 HPや X（旧 Twitter）Facebookなど各 SNSでも報告を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボードゲーム大会（7 月） 大学・学園祭見学（11月） クリスマス会（12 月） 



３．本活動から得られたもの、反省点、課題、今後への発展性、等 
◆中３生全員が高校へ進学 
 中３生 15 名が高校受験に挑戦し、無事に全員が高校に進学をできた（14 名が第一志望に合格）。参
加する前と後で成績の変化について調査をしたところ「成績があがった（すこしあがった含む）」と回答
した生徒は 87％（13/15名）に及び、中学生勉強会での成果が現れた結果となった。 
 10 月以降は、中３生に対して個別に進路相談（３回/人）を行い、高校入試に向けて受験校の相談や
内申点を確保する方法などをアドバイスした。 
 
◆保護者・生徒満足度 100％（過去初） 
 大学生ボランティアによる手厚い学習サポートに加え、参考書（問題集）や赤本の無料配布や季節ご
とのイベント行事の開催により、保護者・生徒ともに満足度 100％の結果であった。 
 ※保護者「お子様が KADOMA 中学生勉強会に参加して、どのように感じられていますか」 
  とても満足している（20/25） ある程度満足している（6/25） あまり満足していない/満足していない（0/25） 
 ※生徒「KADOMA 中学生勉強会に参加して楽しかったですか」 
  とても楽しかった（17/25）    まぁまぁ楽しかった（9/25）  どちらでもない/あまり楽しくなかった/楽しくなかった（0/25） 
 
◆学習面以外でも前向きな変化がみられた 
  １年間参加した生徒に学習面以外の変化についてアンケートを行ったところ「頑張ればできると思え
るようになった」「コミュニケーション能力が上がった」などの回答が上位を占めた。 
 大学生ボランティアが個別にで学習指導をすることで、今まで分からなかった問題ができるようにな
ったこと、他人に尋ねる経験などが学習面以外にも前向きな変化を及ぼしていると考えられる。 
 
※生徒「勉強会に参加して、勉強面以外での変化を教えてください」（複数選択可）M=26 

頑張ればできると思えるようになった 15 
コミュニケーション能力が上がった 12 
自分も誰かの役に立ちたいと思った 12 
自分に少し自信がついた 10 
悩み事が減った 8 
分からない事が恥ずかしいと思わなくなった 7 
イライラすることが減った 4 
該当なし 1 

 
◆大学生ボランティアによる活動継承（課題・反省点） 
 活動当初（2018年）から大学生ボランティアが中心となり活動を継承している。中心となる大学生ボ
ランティアには、学生運営メンバー（教室リーダー・副教室リーダー）を担っていただき、体制を維持
しているところであるが、大学卒業に伴い、運営メンバーの入れ替わりもあり、大学生ボランティアの
確保だけでなく、中心となる大学生の育成も必要となっている。活動を継続していくためにも、社会人
やシニア世代の参加も検討するなど体制維持の方法を模索していきたい。 
 
◆高校生（卒所生）へのサポート（今後への発展性） 
 これまでも卒所生を対象に自習スペースやイベント行事の参加などのサポートを行ってきたが、中３
生にアンケートを行ったところ 73％（11/15）が高校入学後も常時参加したいとの要望があったため、
毎週水曜日の活動においても高校生専用のスペースを設けていきたい。 
 



４．本活動におけるエピソード、思い、感想、等（任意） 
参加した生徒・保護者・大学生ボランティアのメッセージを一部紹介。 
 
＜生徒メッセージ＞ 
「分からない問題があったとしても優しく分かりやすく教えてもらえてとても嬉しかったです！大学
生のおかげで問題が解けた時の楽しさを知る事ができたり、1 人じゃ諦めていた問題ともしっかりと向
き合うことが出来たので良かったです！（中３）」 
「わからないところをわかるまで優しく教えてくれたり、勉強についてのアドバイスを教えてくれてあ
りがとうございました。受験が心配みたいな話をしたときには応援してくれたりしてありがとうござい
ました。（中３）」 
「大学生の先生のおかげで勉強やコミニケーションがとれるようになって生活が楽しくなったです。毎
週水曜日が楽しみになりました！ありがとうございます！（中２）」 
 
＜保護者メッセージ＞ 
「企業や大学、地域の方々の皆様、毎回ジュースやお菓子、そして赤本参考書、本当に有難うございま
した。我が家は生活が厳しいので塾にはお金がかけられませんでした。でも息子は家の勉強だけでは受
験に追い付かず、自分ひとりでするには限りがあるので、このような機会を作って頂き、たくさんのご
支援いただき感謝の気持ちいっぱいです。本当にありがとうございました。代表者の方、大切な企画を
有難うございました。（中３保護者）」 
 
「子供達に勉強できる場所、機会を作って下さり、ありがとうございます。 毎回のジュースやお菓子、
「こんなんもらえた」「好きなおやつやった」と喜んでいました。 一年を通して楽しいイベントを考え
ていただいて、普段は見る事のない大学見学など良い経験をさせてもらいました。 いつも裏で支えて
下さっている皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。（中３保護者）」 
 
＜大学生ボランティアメッセージ＞ 
「1 年間ご支援頂きまして誠にありがとうございました。私は大学 4 年間を通して、勉強会に関わらせ
て頂きました。社会人になるにあたって、勉強会で過ごした時間を振り返って思うのが、皆さまの善意
によって成り立っているこの場所がどれほど貴重かということです。誰かのために何かをする、望んで
いても日常の中では中々できないことですが、ここで一歩踏み出す勇気と場所を与えて頂きました。活
動を支えて頂いた皆さまには本当に感謝しております。社会人になっても、この場所で学んだ一歩踏み
出す力をもって、与えられた場所で一隅を照らすべく努力していきます。今後とも、勉強会を支えて頂
けますように、何卒よろしくお願いいたします。（大阪公立大学４年）」 
 
「日々全力で頑張っている中学生の姿をそばで見ることで、たくさんの刺激を得ることができました。
また、様々な境遇で頑張っている中学生の存在と彼らをサポートしてくれる方々の温かさを知ることが
できました。中学生勉強会という場所は中学生だけでなく、私たち大学生にとっても第 3の居場所であ
り、成長するきっかけをくれた場所です。このような素晴らしい活動を支えてくださった皆様には感謝
の気持ちでいっぱいです。私は今年で大学卒業のため、中学生とともに卒所します。皆様からいただい
たたくさんの愛や恩を社会に出てから少しでもお返しできるよう、これから頑張ります。最後になりま
したが、1年間ご支援いただき、本当にありがとうございました！（関西学院大学４年）」 
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